
 

 

テーマ別講師研究会概要 

 

■研究概要 

１．研究テーマ 

日本における東洋史学の創始者、内藤湖南の思想の全体像の探究。 

 

 

２．めざす成果 

2001 年に刊行した『内藤湖南の世界—アジア再生の思想』の続編として、研究成果を内

藤湖南論として刊行する。 

 

 

３．これまでの刊行物 

『内藤湖南の世界—アジア再生の思想』2001 年、河合文化教育研究所 

内容 

東洋史の的確な時代区分で知られ、日本の近代史学の礎を築いたといわれる不世出の

巨人・内藤湖南。過去と現代への絶えざる視線の往還の中から近代史学を未到の領域へ

と拓いていった湖南の思想を根底的に読み抜くことを通して、中国と日本ひいてはアジ

アの近代とは何であるかを問い直す。東アジアの新しい共存関係が模索される中、思考

と史論の光源としての湖南を媒介にわれわれの「いま」を考える。 

 

『内藤湖南 未収録文集』2018 年、河合文化教育研究所 

内容 

『明敎新誌』『萬報一覧』『大同新報』『日本人』『亞細亞』『臺灣日報』『萬朝

報』『大阪朝日新聞』『大阪毎日新聞』など､1887 年(明治 20 年)から 1934 年(昭和 9

年)の最晩年にいたるまでに新聞・雑誌などに執筆された『内藤湖南全集』未収録の文章

327 篇を収録。 
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